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FY2011FY2011　　2Q2Q決算の概況決算の概況

取締役 常務執行役員　　山田　一
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材料費

外注加工費

労務費

経費

減価償却費

FY2010
4-9

FY2011
4-9

30,718 28,557
(93.1%) (100.1%)

(　):売上比

（単位：百万円）（単位：百万円）

48.7%

8.2%

22.0%

9.2%
5.0%

51.1%

7.2%

25.8%

10.2%
5.8%

〔（材料費＋外注加工費）1.4%増加〕

　 56.9%→58.3%　　409百万円

〔労務費　102百万円増加〕

　　中国の人件費増加、内作の推進

〔経費　114百万円減少〕

　 生産拠点における経費の抑制

＜連結＞営業費用＜連結＞営業費用

営業利益 2,284 △42
(6.9%) (△0.1%)
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連結営業利益増減要因分析
［ FY2010 4-9 対 FY2011 4-9 ］ Total

△2,326百万円

（単位：百万円）（単位：百万円）

減益要因

合計 △2,445
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高
減
少

減
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費
減
少

＜連結＞営業費用分析＜連結＞営業費用分析
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＜連結＞営業外損益＜連結＞営業外損益

174

△ 846
△ 684

4234
△ 30△ 30

324

-1,000 

-500 

0

500

為替差損益

不動産収支

金融収支

その他

FY2010
4-9

FY2011
4-9

△518 △498
(△1.8%)

経常利益 1,766 △540

(　):売上比

（単位：百万円）（単位：百万円）

(△1.5%)

〔為替差損　162百万円減少〕

　1．前期2Q
2010/3   ¥ 93.04/$
2010/9   ¥ 83.82/$   9.22の円高

2．当期2Q
2011/3   ¥ 83.15/$
2011/9   ¥ 76.65/$   6.50の円高(5.4%) (△1.9%)
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＜連結＞特別損益＜連結＞特別損益

FY2010
4-9

FY2011
4-9

△60 △114

当期純利益

（単位：百万円）（単位：百万円）

税引前利益

税金等（含税効果処理）

(　):売上比

△ 8
3

△ 24△ 68
△ 108

265

-500 

-250 

0

250

固定資産売却益

製品補償損失

固定資産除却損

その他

△654

64

1,159 △590

1,706

△547

(3.5%) (△2.1%)
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＜連結＞業績推移（四半期別）＜連結＞業績推移（四半期別）

１．FY2011

２．FY2010

（単位：百万円）（単位：百万円）

（単位：百万円）（単位：百万円）

51

297

355

14,732

第3QTR
(10/10～12)

下　　　　期

△173

442

115

14,180

第4QTR
(11/1～3)

△122

739

470

28,912

合　計
(10/10～11/3)

1,037

2,505

2,754

61,914

合　計
(10/4～11/3)

通 期

1,159

1,766

2,284

33,002

合　計
(10/4～9)

531

829

1,069

16,946

第2QTR
(10/7～9)

628④ 当期純利益

937③ 経常利益

1,215② 営業利益

16,056① 売上高

第1QTR
(10/4～6)

上 期

合　計
(11/10～12/3)

[予想]

　　990

　　840

　　742

32,285

下　　　　期

△590

△540

△42

28,515

合　計
(11/4～9)

[実績]

△429

△434

△89

14,404

第2QTR
(11/7～9)

[実績]

400△161④ 当期純利益

300△106③ 経常利益

70047② 営業利益

60,80014,111① 売上高

合　計
(11/4～12/3)

[予想]

第1QTR
(11/4～6)

[実績]

通 期上 期
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14,111 14,404
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4-6
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7-9

+2.1%

＜連結＞第＜連結＞第22四半期業績（対当期第四半期業績（対当期第11四半期）四半期）

売上高：百万円売上高：百万円 利益：百万円利益：百万円
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135 123
15
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連結営業利益増減要因分析
［ FY2011 4-6 対 FY2011 7-9 ］ Total

△136百万円

（単位：百万円）（単位：百万円）

減益要因

合計△409

労
務
費
減
少

売
上
高
増
加

＜連結＞営業費用分析（対当期第＜連結＞営業費用分析（対当期第11四半期）四半期）

増益要因

合計273
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加
工
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（単位：百万円）（単位：百万円）

＜連結＞財政状態＜連結＞財政状態

２０１１/３

資産
現預金

受取手形及び売掛金

棚卸資産

固定資産

負債

純資産

買掛金及び未払金

有利子負債

資本金

自己資本比率

53,059

7,442

14,841

5,672

21,205

23,197

10,981

8,926

２０１１/９

20,366

5,556

15,305

6,810

51,611

29,862

7,996

56.0％

23,545

10,302

10,393

28,066

7,996

54.1％

増減

△1,448

△632

464

△116

△839

348

△679

1,467

△1,796

－

△1.9％

（Ａ） （Ｂ） （Ｂ－Ａ）
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（単位：百万円）（単位：百万円）

＜連結＞キャッシュ・フローの状況＜連結＞キャッシュ・フローの状況

△290△589　配当金の支払金額

7,3828,749現金等期首残高

6,6957,335現金等期末残高

△980370　運転資金

△75△85　自己株式の増減額

1,502△1,529　有利子負債の増減額

1,137△2,203財務キャッシュフロー

△1,725992フリーキャッシュフロー

△1,887△1,791投資キャッシュフロー

161△952　その他

1,6351,659　減価償却費

△6541,706　税引前利益

1622,783営業キャッシュフロー

FY2011 4-9FY2010 4-9
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＜連結＞セグメント情報＜連結＞セグメント情報

（単位：百万円）（単位：百万円）
　FY2011 4-9

（注）その他部品事業、リース、不動産賃貸、ファクタリング事業

　FY2010 4-9

△7

4,074

ＴＰ事業部

1,636

16,238

ＦＣ事業部

592

12,615

ＣＳ事業部

報告セグメント

33,0027532,927売上高

63

その他

（注）

2,221

計

2,284

合計

（連結損益計算
書計上額）

セグメント利益
又は損失（△）
（営業利益）

△35

5,162

ＴＰ事業部

43

12,324

ＦＣ事業部

△86

10,919

ＣＳ事業部

報告セグメント

28,51511028,405売上高

36

その他

（注）

△78

計

△42

合計

（連結損益計算
書計上額）

セグメント利益
又は損失（△）
（営業損失）
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FY2011FY2011第第22四半期の実績と見通し四半期の実績と見通し

代表取締役 社長　中村　哲也
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　２００９年実績：３兆１，２８７億円（前年比７２％）

　２０１０年実績：３兆６，１６９億円（前年比１１６％、２００７年比７２％）

　２０１０年後半から薄型テレビ、ノートPC等は調整局面にある。

　東日本大震災以降、サプライチェーン等の停滞などもあり減少傾向。

出所：JEITA
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２０１１年下期回復を見込みも、受注弱く先行き不透明

15

114.9

101.9

59.6
69.6 73.1 77.0

123.2

111.0 111.4

93.0 90.4
97.1

80.3

92.192.8

(JEITA)

(SMK)

前年比

電子部品業界の景況概要（JEITA資料）
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32,280 32,091
33,002

28,912 28,515

32,285

922
1,643

836

2,284

470

-42
742

840

1,282 1,300
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739

-540

1,159
940
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半期別　売上高、利益推移半期別　売上高、利益推移((FY2009FY2009～～FY2011)FY2011)

FY2009 FY2010

売上高：百万円売上高：百万円 利益：百万円利益：百万円

FY2011
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64,371
61,914 62,000 60,800

700

1,700

2,754
2,479 2,505

300

1,600

2,582

1,862

1,037
950

400

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

FY2009実績 FY2010実績 FY2011期初計画 FY2011修正計画

-2,000

-1,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

通期　売上高、利益推移通期　売上高、利益推移((FY2009FY2009～～FY2011)FY2011)
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39,229

27,712
23,242

28,371

27,521
30,080

5,142

8,350

24,419

25,355

10,722
8,952
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事業部別売上高事業部別売上高（（FY2008FY2008～～FY2011 )FY2011 )

CS FC TP

64,371

(43%)

(14%)

(43%)

(　)：構成比

61,914

(38%)

(49%)

(13%)

FY2008~2010:通期実績

FY2011：1H実績,通期計画

72,742

(54%)

(39%)

(7%)

60,800

(40%)

(42%)

(18%)

売上高：百万円売上高：百万円

その他
その他 その他186
242 304
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753 719 565

-276

1,481
2,223

184

-143

95

148

406

-239

56

109

90

-500
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3,500
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CS FC TP その他

事業部別営業利益事業部別営業利益（（FY2008FY2008～～FY2011 )FY2011 )

FY2008~2010:通期実績

FY2011：通期計画

238

2,479

2,754

700

営業利益：百万円営業利益：百万円
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10,424 9,977 10,511
7,773 6,805

3,166 4,076 4,039

4,187 4,306

12,860 11,765 11,899

10,539 10,387

3,718 3,874 3,780

3,417 3,496

1,795 2,180

2,431
566 548

2,970

1,691
591

605418
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5,000
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15,000
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25,000

30,000

35,000

FY2009 1H FY2009 2H FY2010 1H FY2010 2H FY2011 1H
映像・音響部品 電装部品 通信部品

情報事務機部品 電子玩具・家電部品 その他部品

参考：半期別　市場別売上高（参考：半期別　市場別売上高（FY2009 ~FY2011)FY2009 ~FY2011)

32,280

売上高：百万円売上高：百万円

32,091

-13.6%-13.6%
33,002

28,912 28,515
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現在の経営環境現在の経営環境

東日本大震災の影響東日本大震災の影響

タイ洪水の影響タイ洪水の影響

電力供給不安電力供給不安

円高円高

原材料の高止まり原材料の高止まり

各種の規制各種の規制

欧米経済・金融不安欧米経済・金融不安
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今後の方針（円高対策含む具体的アクション）今後の方針（円高対策含む具体的アクション）

営業

生産

品質

管理

既存得意先との関係強化、新規取引先の拡大、

中国市場の強化、標準品の拡販　など

現地通貨ベース調達の強化　　など

Front Loading,　Design Review強化、

ZDのグローバル展開　など

事務効率の向上

技術 Only One製品、No1製品の開発強化
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TopicsTopics--1 1 タイの洪水被害についてタイの洪水被害について

＊日系得意先の多くが冠水・操業停止

＊仕入には殆ど影響なし

＊売上に影響
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SMK 東京電力管内事業所　使用電力合計　

355K
313K

353K

403K

454K

368K
341K

237K

313K

440K

286K
299K

296K264K

430K

341K
324K

327K

1,023
1,082

1,325

1,488

1,093

980

1,148

785

1,368

1,4071,405

1,253

1,070

1,015
955

941
1,097

1,453
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2010年 2011年

(kWh)

使用電力量 kWh（右軸）

最大需要電力 kW （左軸）

ピーク25%削減値　1,157

ピーク15%削減値　1,331

前年ピーク
(kW)

東日本大震災

前年ピーク比
(71.9%)

前年同月比
(74.1%)

(64.2%)
(68.2%)

(62.9%)(71.2%)

集計対象事業所：　本社・大和・ひたち・茨城SMK・茨城プレイティング

TopicsTopics--22　　今夏の節電実績今夏の節電実績 24/46



TopicsTopics--33　　TEXPO2012TEXPO2012開催開催

4年ごとに開催のSMKプライベートショー（技術展）

開催日程：2012年6月6日（水）～8日（金）3日間

開催場所：ガーデンシティ品川（旧ホテルパシフィック東京）
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79,272

FY2007レートで換算

72,385

売上高の過去10年推移

売上高：百万円 平均為替レート：対USドル（円）

77,927

66,438
71,860

79,074

87,659

72,742

64,371 61,91460,753 62,814
58,133

85.63

114.65116.92113.46
107.53

113.17

100.73
92.82

122.17125.29
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CSCS事業部事業部
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■■コネクタ　コネクタ　 ■■ジャック　ジャック　

FPCコネクタ　

ｲﾝﾀﾌｪｰｽｺﾈｸﾀカードコネクタ　

【主要生産品目】　：コネクタ/ジャック　

ピンジャック
ジャックボックス

電源ｼﾞｬｯｸ
ﾍｯﾄﾞﾎﾝｼﾞｬｯｸ　

同軸コネクタ

CS= Connection System  
CSCS事業部とは事業部とは
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232 244

109
135

5.65

1.48

-0.86

2.34

-100
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売上高

営業利益

利益：億円売上高：億円　

CSCS事業部事業部　売上高、営業利益（連結）　売上高、営業利益（連結） 　　

実績 見込 実績 見込
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CSCS事業部事業部　　市場別売上推移（連結）市場別売上推移（連結）

18% 16% 17%
18%

10% 12% 12% 9%

66% 66% 62% 64%

6% 6% 9% 9%

0%

50%

100%

FY2010 1H FY2010 2H FY2011 1H FY2011 2H

オーディオビジュアルオーディオビジュアル

カーエレクトロニクスカーエレクトロニクス

インフォメーションインフォメーション
テクノロジーテクノロジー

インダストリーインダストリー

実績実績実績 見込
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CSCS事業部事業部 商品戦略商品戦略 ～高機能化・技術提案による売上拡大

FY2009 FY2010 FY2011 FY2011

100 　

2800    ＊FY2009=100  　

実績 実績 見込　

売上推移 　

600      

　　ソーラ－用コネクタ : PVｼﾘｰｽﾞ

バッテリーコネクタ： 新製品 High Performance Pogo

FY2009 FY2010 FY2011 FY2011

100  
125       ＊FY2009=100  　

実績 実績 見込　

売上推移 　

112         
【小型機器向：ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ、携帯電話】

新構造　 “High Performance Pogo”　

◆ 業界最小クラス
◆ 簡単施工
◆ 防水・耐候性・難燃　

グリーンエネルギー

市場拡大

　バリエーション　　
拡充

◆ 小型・低背化

◆ 高接触信頼性
◆ 耐衝撃

3500     

前回発表時 　

147         

前回発表時 　

31/46



ヘルスケア市場

エコロジー市場ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ・携帯電話/ﾀﾌﾞﾚｯﾄPC市場

カーエレクトロニクス市場
車載ｶﾒﾗ用等 　

CSCS 事業部事業部　　重点取組み市場重点取組み市場//重点製品重点製品

LED照明用ｺﾈｸﾀ

医療機器用ｺﾈｸﾀ
ｲﾝﾀﾌｪｰｽｺﾈｸﾀ
ｾﾝｻｰｺﾈｸﾀ　

microSIM ｶｰﾄﾞ ｺﾈｸﾀ

IDｼﾘｰｽﾞ最低背クラス

低背/省ｽﾍﾟｰｽ追求
バリエーション増

圧接・圧着 ｺﾈｸﾀ　 多極対応
シリーズ化

省スペース・低背
高速伝送
オリジナル新タイプ

ENｼﾘｰｽﾞ 　

長寿命

環境対応　

FPC ｺﾈｸﾀ
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支　　援拡　　販

CS事業部事業部　　ＦＹＦＹ20112011方針方針 　　

２．効率追求　　　

１．積極的な技術・商品開発　　

　高付加価値品への取り組み　

３．競争力ＵＰ

成長への再起動成長への再起動

　 VA/CD 　 魅力ある商品！　

設　　計生　　産投　　資

　積極的な開発を効率よく　

納　　期価　　格品　　質性　　能扱い易さ

　内製化と中国での自動化　

No. １を目指して
Only １を求めて

　成長市場への集中とｽﾋﾟｰﾄﾞ 　
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FCFC事業部事業部
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FCFC事業部とは事業部とは

FC=Functional　Components 
【【主要生産品目】　主要生産品目】　

■■SW (Switch)SW (Switch)

各種スイッチ各種スイッチ

Transfer Jet™対応対応

アンテナカプラアンテナカプラ ACACアダプタアダプタ コントロールパネルコントロールパネル

各種リモコン各種リモコン

■■CU (Composite Unit)CU (Composite Unit)

カメラモジュールカメラモジュール

■■RC (Remote Control)RC (Remote Control)
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売上高：億円

FCFC事業部事業部　売上高、営業利益（連結）　売上高、営業利益（連結）

301

253

123 130

3.60.44.022.2

0

100

200

300

400

FY2010 FY2011 FY2011 1H FY2011 2H

売上高

営業利益

実績 見込 実績 見込
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FCFC事業部事業部　　市場別売上推移（連結）市場別売上推移（連結）

0%

50%

100%

FY2010 1H FY2010 2H FY2011 1H FY2011 2H

実績実績実績 見込

オーディオオーディオ

　　ビジュアル　　ビジュアル

カーエレクトロニクスカーエレクトロニクス

インフォメーションインフォメーション

　　テクノロジー　　テクノロジー

インダストリーインダストリー
1313

2929

55

5353
4343 45454747

55
55 44

2626

252521211717

3131
3131
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FCFC事業部事業部　　重点取組み市場重点取組み市場//重点製品重点製品

１ﾄﾞｰﾑｽｲｯﾁ１ﾄﾞｰﾑｽｲｯﾁ

薄型ﾎﾘｿﾞﾝﾀﾙ薄型ﾎﾘｿﾞﾝﾀﾙ
ｽｲｯﾁｽｲｯﾁ

静電容量ｽｲｯﾁ静電容量ｽｲｯﾁ

Smart Smart 
PhonePhone

RFRFリモコンリモコン
ﾓｰｼｮﾝｺﾝﾄﾛｰﾙﾓｰｼｮﾝｺﾝﾄﾛｰﾙ
ｾﾝｻｰｾﾝｻｰ搭載搭載ﾘﾓｺﾝﾘﾓｺﾝ

AudioAudio

ｱﾝﾃﾅｶﾌﾟﾗｱﾝﾃﾅｶﾌﾟﾗ

＆＆ VisualVisual

ｻﾆﾀﾘｰｻﾆﾀﾘｰ用用ﾘﾓｺﾝﾘﾓｺﾝ

ｴｱｺﾝ用ﾘﾓｺﾝｴｱｺﾝ用ﾘﾓｺﾝ

Home Home 
ApplianceAppliance

ﾗﾊﾞｰﾗﾊﾞｰ単単ｷｰｷｰ
ｽｲｯﾁｽｲｯﾁ

ｶﾒﾗﾓｼﾞｭｰﾙｶﾒﾗﾓｼﾞｭｰﾙ

車載用ﾘﾓｺﾝ車載用ﾘﾓｺﾝ
（ｶｰﾅﾋﾞ・ｵｰﾃﾞｨｵ）（ｶｰﾅﾋﾞ・ｵｰﾃﾞｨｵ）

Car  Car  
ElectronicsElectronics

38/46



FCFC事業部事業部　　FY 2011FY 2011方針方針

・世界経済の冷え込み・世界経済の冷え込み

・円高・円高

・原材料の高値・原材料の高値

・災害・災害 ((サプライチェーン寸断サプライチェーン寸断))

ビジネス環境ビジネス環境

1.1.販売促進活動の強化販売促進活動の強化
・・新規顧客の開拓新規顧客の開拓

・・既存顧客のシェアアップ既存顧客のシェアアップ

2.2.新商品開発の強化新商品開発の強化

・・新技術採用商品新技術採用商品

・・積極的技術提案積極的技術提案

3.3.原価低減原価低減
・・自動化・省人化の積極推進自動化・省人化の積極推進

・・内作化率の向上内作化率の向上

・・商品設計における省資化商品設計における省資化

・・固定費圧縮固定費圧縮

取り組み取り組み

FY2010/1HFY2010/1H

130
162

139
123

0

50

100

150

200

250

億円億円 売上高推移売上高推移

FY2010/2HFY2010/2H
FY2011/1HFY2011/1H

FY2011/2HFY2011/2H
FY2012/1HFY2012/1H

FY2012/2HFY2012/2H
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TPTP事業部事業部
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TPTP事業部とは事業部とは
TP=Touch Panel

【主要生産品目】　：タッチパネル　

抵抗感圧式

光式

静電容量式

【主な用途】　
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売上高：億円

TPTP事業部事業部　売上高、営業利益（連結）　売上高、営業利益（連結）
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107

52 56

-1.4

0.6

-0.4

0.9

-20
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-2

0
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12売上高

営業利益

営業利益：億円

FY2010
実績

FY2011
見込

FY2011 1H
実績

FY2011 2H
見込
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TPTP事業部事業部　　市場別売上推移（連結）市場別売上推移（連結）

1% 1% 0% 0%

49% 49% 47%
53%

24% 25% 36% 25%

26% 25%
17% 22%

0%

50%

100%

オーディオオーディオ
ビジュアルビジュアル

カーエレクトロカーエレクトロ
ニクスニクス

インフォメーションインフォメーション
テクノロジーテクノロジー

インダストリーインダストリー

FY2010 1H
実績

FY2010 2H
実績

FY2011 1H
実績

FY2011 2H
見込
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TPTP事業部事業部　　重点取組み重点取組み

新用途への参入 シェア拡大

新製品3点は、10月26日から開催のフラットパネルディスプレイ総合展示会「FPD International 2011」に展示しております。
デモ展示：中型静電容量TP、車載仕様静電容量式TP　　　静止展示：ITOレス抵抗感圧式TP

中型サイズ静電容量式

車載仕様静電容量式

ITO レス抵抗感圧式

サイズ：7～11.6インチ
用途：タブレット端末 等
特徴：薄型、軽量、堅牢性 サイズ：～8インチ

用途：車載（純正仕様対応）等
特徴：手袋入力可、フルフラット
　　　　最大10点入力

サイズ：2～15インチ
　　　　　（ﾌｨﾙﾑ/ｶﾞﾗｽ ﾀｲﾌﾟ）
用途：ﾓﾊﾞｲﾙ機器、各種事務機器、
　　　　FA機器　　等
特徴：耐久性、柔軟性

新製品の拡販
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TPTP事業部事業部　　FY 2011FY 2011方針方針

1 海外市場の攻略

2

事業拡大に向けて

利益の確保

新製品開発

為替対策
～ドル安対応～
生産拠点シフト

ドル建購入/海外材料採用拡大

現場改善
PH工場のOut-Out品への注力
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　この資料に掲載されている業績見通し、その他今後の予測・戦略等に関わる情
報は、本資料の作成時点において当社が合理的に入手可能な情報に基づき、通
常予測し得る範囲内で行った判断に基づくものです。
　しかしながら現実には、通常予測し得ないような特別の事情の発生等により、
本資料記載の業績見通しとは異なる結果を生じる可能性があります。
　当社といたしましては、投資家の皆様にとって重要と考えられるような情報につ
いて、その積極的な開示に努めて参りますが、本資料記載の業績見通しのみに
全面的に依拠してご判断されることはくれぐれもお控えになられるようお願いいた
します。

本日の 投資家説明会の資料は、個人投資家の皆様にも ご覧頂けるよう、SMK 
ホームページ・IR情報　にて 配信をいたします。　　
　SMK HP：http://www.smk.co.jp 

注意事項注意事項
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